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1

ϲ．2011年3月期第2Q 決算の概要

ϳ．2011年3月期 事業計画と戦略
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2011/3月期第2Q 決算の概況

【̧売上総利益】
売上総利益率は、前期から変化なし

【̧営業利益】
研究開発費、地代家賃、その他諸経費の削減効果により、営業利益は614百万円
増加

前年同期比5.8％増

¸ソリューションは前年同期比23.9％増加
¸関連製品は前年同期比5.4％減尐
¸サービスが前年同期比0.2％減尐

売上高

前年同期比23.3％増営業利益

受̧取配当金800百万円、投資事業組合運用損394百万円等

前年同期比21.4％増
経常利益
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2011/3月期第2Q 決算の概要

＇単位：百万円（

2010/3期第2Q 11/3期 2011/3期第2Q

売上比＇％（ 第2Q予想 売上比＇％（前年同期比＇％（

売 上 高 7,558 100.0 7,800 7,994 100.0 5.8

売 上 総 利 益 6,294 83.3 6,470 6,663 83.4 5.9

販 売 管 理 費 3,658 48.4 3,400 3,413 42.7 △6.7

営 業 利 益 2,636 34.9 3,070 3,250 40.7 23.3

営 業 外 損 益 253 3.3 700 258 3.2 2.0

経 常 利 益 2,889 38.2 3,770 3,508 43.9 21.4

当 期 利 益 1,641 21.7 2,210 1,987 24.9 21.1
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部門別売上高

①サプライ製品売上が12百万円減尐。
②前年上期のＪ-ＳａａＳ案件の反動減が80百万円。

①奉行保守契約料は21百万円減尐。
②インストラクター指導料収入が40百万円増加、スクール事業収入が8百万円減尐。

①奉行ｉへのバージョンアップ需要により、LANPACK製品の売上が拡大＇対前年
比+74％（
②奉行V ERPは４０４百万円の売上を計上＇対前年比＋12％（。
③オプションコンポーネントの売上は38百万円増加。

2010/3期第2Q 10/3期 2011/3期第2Q

売上比＇％（第2Q予想 売上比＇％（前年同期比＇％（

ソリューション 2,232 29.5 2,400 2,765 34.6 23.9

関 連 製 品 1,640 21.7 1,700 1,552 19.4 △5.4

サ ー ビ ス 3,686 48.8 3,700 3,677 46.0 △0.2

合 計 7,558 100.0 7,800 7,994 100.0 5.8

＇単位：百万円（

ソリューション

関連製品

サービス



5

ソリューション別出荷数量＇本数ベース（

Â【新ERP】・・・・・・・・・・・新規本数は29％増加、バージョンアップ本数は101％増加

Â【LANPACK】・・・・・・・新規本数は60％増加、バージョンアップ本数は89％増加。

Â【Standalone】・・・・・新規本数は10％増加、バージョンアップ本数は16％減尐。

Â【Ｊシステム】・・・・・・・・新規本数は9％減尐、バージョンアップ本数は35％減尐。

注（出荷本数はバージョンアップを含む

＇単位：本（

2010/3期第2Q 2011/3期第2Q

構成比＇％（ 構成比＇％（前年同期比＇％（

奉 行 Ｖ Ｅ Ｒ Ｐ 473 3.6 476 3.6 0.6

新 Ｅ Ｒ Ｐ 175 1.3 314 2.4 79.4

Ｌ Ａ Ｎ Ｐ Ａ Ｃ Ｋ 1,361 10.3 2,454 18.5 80.3

Ｓt a n d a l o n e 10,119 76.6 9,116 68.8 △9.9

Ｊ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 1,090 8.2 889 6.7 △18.4

合 計 13,218 100.0 13,249 100.0 0.2
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EBソリューション

提供先 商品名 提供時期

ＵＦＪ銀行 Ｕ－ＬＩＮＥ Ｘｔｒａ1998年5月

東京三菱銀行 せるふバンク 2000年5月

三井住友銀行 ﾊﾟｿｺﾝﾊﾞﾝｸ･ﾅﾋﾞ･ｼﾞｭﾆｱ2000年9月

みずほ銀行 みずほ２０００ 2000年9月

◆都銀向けOEM製品

2̧010年8月末稼動本数：39,654本

2̧009年8月末稼動本数：43,003本

◆ 地銀向けOFFICEBANK

当̧期出荷本数：577本＇前年同期：508本（
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販売費及び一般管理費の内訳

Â地代家賃：本社オフィスの一部契約解除により78百万円減尐。

Âその他経費：賃借料、修繕費、派遣人件費が主な削減項目。

注（伸率は前年同期比増減率

＇単位：百万円（

2010/3期第2Q 2011/3期第2Q

構成比＇％（ 構成比＇％（前年同期比＇％（

売 上 高 7,558 100.0 7,994 100.0 5.8

販売及び管理費 3,658 48.4 3,413 42.7 △6.7

販管人件費 1,136 15.0 1,124 14.1 △1.1

研究開発費 975 12.9 941 11.8 △3.5

広告宣伝費 267 3.5 263 3.3 △1.5

地 代 家 賃 232 3.1 154 1.9 △33.6

減価償却費 120 1.6 120 1.5 0.0

その他経費 928 12.3 811 10.1 △12.6
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B/S-資産の部

＇単位：百万円（

10/3 10/9
増減

現金預金 31,802 30,625 △ 1,177

受取手形 150 186 36

売掛金 4,083 2,788 △ 1,295

有価証券 － 1,974 1,974

たな卸資産 177 179 2

その他 512 334 △ 178

貸倒引当金 △ 17 △ 13 4

有形固定資産 287 282 △ 5

無形固定資産 176 146 △ 30

投資その他の資産 35,558 34,356 △ 1,202

72,728 70,857 △ 1,871

流
動
資
産

固
定
資
産

資産合計
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B/S-負債・資本の部

＇単位：百万円（

10/3 10/9
増減

買掛金 216 191 △ 25
未払金 1,199 448 △ 751
未払法人税等 2,414 1,494 △ 920
前受収益 4,708 3,995 △ 713
その他 597 804 207
退職給付引当金 648 682 34

負債合計 9,782 7,614 △ 2,168
資本金 10,519 10,519 0
資本剰余金 18,949 18,949 0
利益剰余金 36,248 37,482 1,234
有価証券評価差額金 2,398 1,461 △ 937
自己株式 △ 5,168△ 5,168 0

資本合計 62,946 63,243 297
負債・資本 72,728 70,857 △ 1,871
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キャッシュ・フロー

＇単位：百万円（

09/9 10/9
3,875 2,403 3,328

売上債権減尐 1,258
△ 712

394
△ 2,372

507
△ 1,101△ 2,814有価証券の取得 △ 10,547

有価証券の売却等 7,290
定期預金払戻し 500

△ 57
△ 766△ 754 △ 754

△ 11 △ 12
1,997 △ 1,177

29,829 31,792
31,826 30,615

主な増減理由
営業活動によるキャッシュ・フロー 税引前利益

前受収益減尐
投資事業組合損益
法人税等支払
その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

その他
財務活動によるキャッシュ・フロー 配当金支払

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物期末残高
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2011年3月期 事業計画
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2011年3月期 計画の前提

É売上総利益率は83％台で横這いと想定。
É販管費について、奉行ｉシリーズの広告宣伝費を始めとする営業プロモーションコスト
の増加を通期3億円見込む。

É 上場リートを中心とする金融商品の配当金収入等を通期16.5億円見込む。
É 投資事業組合運用損等を通期4.0億円見込む。

＇百万円（ 上期＇実績（ 下期＇計画（ 通期＇計画（

ソリューション 2,765 3,000 5,765

関連製品 1,552 1,656 3,208

サービス 3,677 3,850 7,527

合 計 7,994 8,506 16,500

売上高 前期比約7.5億円増の165億円

営業利益前期比約2.6億円増の67億円

経常利益前期比約4.5億円増の80.5億円
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通期の業績見通し

＇単位：百万円（

10/3期 2011/3期 計画

売上比＇％（ 売上比＇％（ 増減額 前年同期比＇％（

売 上 高 15,748 100.0 16,500 100.0 752 4.8

売 上 総 利 益 13,135 83.4 13,700 83.0 565 4.3

販 売 管 理 費 6,694 42.5 7,000 42.4 306 4.6

営 業 利 益 6,441 40.9 6,700 40.6 259 4.0

営 業 外 損 益 1,156 7.3 1,350 8.2 194 16.8

経 常 利 益 7,597 48.2 8,050 48.8 453 6.0

当 期 利 益 4,343 27.6 4,700 28.5 357 8.2
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部門別売上高
＇単位：百万円（

10/3期 2011/3期 計画

売上比＇％（ 売上比＇％（ 増減額 前年同期比＇％（

ソリューション 4,852 30.8 5,765 34.9 913 18.8

関 連 製 品 3,483 22.1 3,208 19.5 △275 △7.9

サ ー ビ ス 7,413 47.1 7,527 45.6 114 1.5

合 計 15,748 100.0 16,500 100.0 752 4.8

①下期においては、上期の実績に対して１億円の増収を見込む。

①奉行保守契約料は、微増。
②インストラクター指導料収入は、奉行Ｖシリーズ、ｉシリーズの新規導入に伴い増加。

①奉行シリーズはＶｅｒ.5、ｉシリーズ共に新ＥＲＰ製品、LANPACK製品及びＳｔａｎｄａｌｏｎｅ
製品のバージョンアップ需要が継続。
②奉行VシリーズはＩＦＲＳ対応に伴う需要が今期以降発生。
③オプションコンポーネントの売上は、前期よりも新規案件の増加が見込まれることに
より増加。

ソリューション

関連製品

サービス
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業績の推移＇半期ベース（

＇単位：百万円（

売上高 営業利益

＇単位：百万円（
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売上高 7,751 6,881 8 ,058 8 ,026  8 ,960  8 ,225  9 ,331  7 ,662  8 ,605  7 ,558  8 ,190  7 ,994  8 ,506  

営業利益 3,260 2,473 3 ,271 3 ,023  3 ,416  2 ,567  3 ,170  1 ,741  2 ,817  2 ,635  3 ,806  3 ,250  3 ,494  
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Ŷ予想Ÿ
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品目別売上高＇半期ﾍﾞｰｽ（

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

サービス

ソリューション

関連製品

サービス 2,733 2,755 2,966 3,402 3,741 3,730 3,928 3,789 3,910 3,686 3,727 3,677 3,850 

ソリューション2,769 2,148 2,712 2,463 2,836 2,392 3,007 1,989 2,378 2,232 2,620 2,765 3,000 

関連製品 2,249 1,978 2,380 2,161 2,383 2,103 2,396 1,884 2,317 1,640 1,843 1,552 1,656 

05/3 05/9 06/3 06/9 07/3 07/9 08/3 08/9 09/3 09/9 10/3 10/9 11/3E

＇単位：百万円（

関連製品

ソリューション

サービス

Ŷ予想Ÿ
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ソリューションの出荷数量＇半期ﾍﾞｰｽ（

0
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ERP
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新ERP 740 507 588 522 575 425 347 256 213 175 215 314 

LANPACK 2,452 1,863 2,261 2,137 2,469 2,007 2,006 1,417 1,436 1,361 2,297 2,454 

Standalone 16,837 8,449 11,855 10,339 14,421 9,393 11,977 6,115 9,507 10,119 8,999 9,116 

Ｊシステム 2,765 1,472 1,566 1,521 1,635 1,238 1,314 1,148 1,038 1,090 923 889 

05/3 05/9 06/3 06/9 07/3 07/9 08/3 08/9 09/3 09/9 10/3 10/9
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奉行シリーズ戦略

IT投資意欲の減退
必要最小限の投資
業績直結・コスト削減につながる投資のみ

・バージョンアップ
・サポート／メンテナンス

・IFRS対応
・グループ経営の強化
・コスト削減パッケージ化ニーズ

中小企業

中堅・大手・グループ企業

市場動向

É奉行ＶERPをベースにIFRSロードマップやグループ効率化の提案を通じ、市場ニーズに応える製品を投入

中小企業市場向け

É奉行iシリーズをメインプロダクトとして成長させながら、お客様へ新たな価値をご提案し、停滞するIT投資を喚起

中堅企業市場向け
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奉行iメニューのリニューアル

É 奉行ｉシリーズに搭載されている「奉行ｉメニュー」をリニューアルし、利便性向上へ
É 魅力的なコンテンツを揃え、コンテンツへのアクセス性向上へ
É 誰もが日常的に活用可能なメニューを目指す

業務メモの登録機能や、業務上の
備忘碌として活用できる機能など、
利便性の高い機能の搭載を予定

「奉行iメニュー」の進化により、相互コミュニケーションの実現へ
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「ユーザに最適な業務ソリューションを紹介するOBCの製品サイト」

IT活用による業務刷新を検討しているユーザーはもちろん、

奉行シリーズをご利用のユーザーにも有益な情報を満載

最新モデル「奉行ｉシリーズ」
ERPパッケージ「奉行V ERP」

奉行シリーズを導入して業務効率化、
経営改善を実現した「導入事例」

業務課題に応えるシミュレーションコンテンツ
「奉行導入シミュレーター」「奉行製品ナビ」

奉行iメニュー～奉行クリック

奉行クリック

奉行クリックのコンテンツ



◆オートデモ
製品のデモをムービー形式でご紹介
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◆オンラインセミナー
トレンドや業務系のセミナーをオンラインで配信

◆リモートデモ
体験版を利用いただいているお客様をリ
モートで操作支援

◆ホワイトペーパーダウンロード
トレンド的な動向資料や奉行製品のPRポイントなど
を関連ページからダウンロード

奉行iメニュー～オンラインコンテンツ

体感型および提案型コンテンツ
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IFRSへ向けたロードマップ

2010年3月期 2011年3月 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月

コンバージェンス

アドプション 強制
適用か？遡及適用

日本制度改正
・セグメント会計
・資産除去債務

6月 コンバージェンス差異解消

IFRS任意適用 IFRS強制適用判断

ここから適用しても、
２年前期首まで遡って開示しなけ
ればならない。

コンバージェンス対応

・セグメント情報
・資産除去債務
・会計方針の統一
＇関連会社（

・過年度遡及修正＇会計方針の変更、誤謬修正（
・財務諸表の表示＇包括利益、廃止事業（
・無形資産＇研究開発費（
・企業結合＇のれんの非償却、のれんの減損（

移行期シミュレーション＇アドプション項目の準備（

・複数帳簿の対応
・財務諸表の表示
＇区分変更､CF計算書等（

・収益認識
・借入費用

アドプション対応
・リース

以降、日本の会計基準の改正、及
びIFRS強制適用判断に沿って、随
時機能追加予定

奉
行
Ｖ
E

R

P

の
対
応

ＩＦ
Ｒ
Ｓ
予
定

今後も継続する会計基準のコンバージェンスに対し、

実務に即した製品機能強化を行うとともに、IFRSのアドプションに対しても適確に対応へ
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グループ経営の
効率化

・グループ企業間のシステム統一による
基盤強化と効率化
・シェアードサービスセンターの導入による
業務効率化・人材育成の効率化

・グループ各社でのシステム運用・保守
・業務専門知識を持つ担当者の採用と育成
・グループ決算の非効率

IFRSを控え、グループ効率化は急務に

IFRSを直前に控え、グループ企業間の統一管理による経営効率化は急務
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₦≤ₒⅎ₪└↓≈╒Ω₉└₧‭”

É 08/9～12月 第1ステージ
ネットを活用した新しいソフトウェアїソフトウェア概念を変える第一歩

ü アップデートサービス
ü マイページ

É 09/4～6月 第2ステージ
SaaSはクラウドコンピューティングの大きなポイント
お客様に新たに選択して頂ける商品として提供することが可能かどうかテスト
＇イノベーションであれば、全てが流れて行く（

üJ-SaaS ї 経済産業省の中小企業IT J－SaaSがスタートする
ü奉行クリックї 新しいマーケティングの世界を展開して行く

É 09/10～12月 第3ステージ
Windows7の登場 奉行iシリーズの出荷

É 2010年度 クラウド元年
¸ マイクロソフトのアジュールおよびWPFのスタート(シルバーライトVer.4)
¸ マーケティング手法を導入し、尐しづつ変化を起こす

ü 奉行iメニューの成長＇変化（
ü 奉行クリックの成長＇変化（－ＣＲＳの強化
ü メンテナンス制度、補佐役の見直し
ü WPFへの戦略的スタート＇次世代奉行（ї多通貨対応、パフォーマ
ンス向上

08年 09年 2010年
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最新機能 Option
連携
solution

Ӛこれからのクラウドアプローチӛ
基本プログラムとダウンロード型・Web型ハイブリッド型
クラウドサービスとして融合可能

Éクラウド市場は大手市場からゆっくり浸透へ

ÉＳＭＢ市場もゆるやかな変化
に対応する基盤の準備が必要へ

奉行iシリーズは、クラウド化時代の基盤技術を盛り込んでいます

OBCサービスセンター

クラウド

大企業
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中国戦略

800 万社＇2005 年（

3,000 万社＇2010 年（

10％

30％程度へ

業務ソフトの導入率

ʴᶮ ⁸ḹ

ＯＢＣの中国戦略

É子会社1社、関連会社3社で中国戦略のベース作り
★上海欧比西晟峰軟件 ＇OBC99.4％出資（
★上海索恩 ＇OBC40.4％出資（ї 上海晟欧へ業務移管
★上海晟峰軟件 ＇OBC40.4％出資（ї 上海晟欧へ業務移管
★新中大軟件 ＇上海欧比西晟峰軟件33.7％出資（
★上海博科資迅股份 ＇OBC18.7％出資（

É「Windows 7」対応の奉行シリーズ＝多通貨、多言語に対応
Éオプションコンポーネント

奉行V ERP用のオプションコンポーネント開発

É奉行VＥＲＰのカスタマイズ開発
É奉行VＥＲＰ用のオプション

コンポーネントの開発

上海における開発
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中国戦略

ＯＢＣの中国戦略

会 社 名 主な事業 主な役割や特徴

上海欧比西晟峰軟件 日本企業を顧客としたソフト開
発受託

É奉行VERPのブリッジＳＥ部隊としての役割

É奉行VERP用のｵﾌﾟｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの設計

上海晟欧軟件 日本向けのソフト開発 É奉行VERPのカスタマイズ開発及び

奉行VERP用のｵﾌﾟｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの開発

新中大軟件 財務会計ソフト É中国財務会計ソフト3位、12％シェア

É省や県が使う公会計ソフトに強い

É中国国内に48の販売拠点を持つ

上海博科資訊股份 物流・財務会計ソフト É中国財務会計ソフト第7位

ÉＯＢＣの「次世代奉行シリーズ」と組み合わせ

ることで、日系企業の経営効率を高めるソュー

ションを提供可能

É中国国内販売拠点30
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Ｍ＆Ａ、アライアンス戦略

企業名 出資年月 出資比率 業務内容

フリービット＇株（ 2005年5月 2.5％
インターネットビジネス支援事業を展開しており、フリービット社と共同
で、ＶＰＮ接続を複雑な設定やソフトのインストールを行わずに実現す
る「ＯＢＣセキュアアクセスキー」を開発、販売。

ビズソフト＇株（ 2005年6月 49.0％
会計ソフト「弥生」の主力開発メンバーが設立。中小規模事業所向け
業務ソフトを開発・販売。

＇株（エムピー経営 2005年12月 9.6％
経営計画シミュレーションソフトウェア「ＭＡＰ経営シミュレーションϳ」
を開発・販売。中小企業経営者の経営計画実践をサポート。

＇株（ディーバ 2006年3月 4.7％
連結会計システム「ＤｉｖａＳｙｓｔｅｍ」を開発・販売。大手上場企業を中
心に、企業の情報開示や連結経営をサポート。

ユニオンソフト＇株（ 2006年4月 29.8％
当社の奉行シリーズと連動して使用する手形管理システム「手形の達
人」や資金繰り管理システム「資金繰りの達人」を開発・販売。

＇株（アフォード・ビジネス・
コンサルティング

2006年7月 39.8％
＇株（アタックス、＇株（オレガとの合弁。
中堅・中小企業向け経営支援を目的とした診断・導入・運用と内部統
制コンサルティングサービスを提供。

晟峰情報＇株（ 2007年10月 30％
上海晟峰軟件有限公司が、日本での営業拡大のため大阪に設立。資
本金額50百万円。
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本日はありがとうございました。

www.obc.co.jp

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保
証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の
変化などにより、計画数値と異なる可能性があることにご留意ください。又、本資料は情報
の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。


